
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

The name of "Arnaux" was named from the excellent carrier pigeon which existed really. It is the 

legendary pigeon which sent the message speedily correctly toward the destination.  

"Arnaux" tells danger quickly and aims at improvement in the quality of a network security solution 

until he results in Groupware 

from a large-scale network. 
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ご注意 

 

・本マニュアルの著作権は、株式会社システムインフィニティが所有しています。 

・本マニュアルの内容の一部または全部を複製もしくは転載することを禁止しています。 

・このソフトウェアおよびマニュアルは、本製品の使用許諾書のもとでのみ使用することができま

す。 

・本マニュアルの内容に関しては、製品の改良のため、予告なしに変更することがあります。 

・本製品にはWindows、日本語入力システムは搭載されていません。 

 

・本マニュアルの画面イメージ図はWindows XPでMicrosoft Internet ExplorerVer6の環境で使

用した場合の図です。他のWindowsOS、ブラウザを使用した場合、表示が異なる場合がありま

す。 

・Windows /Windows 98/Windows2000/Windows Me/Windows XPは米国 

Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標です。 

・その他、記載されている社名および製品名は、それぞれ各社の登録商標または商標です。 

・お客様または第三者が、本製品の使用を誤ったり、使用中に生じた故障、およびその他の不具

合によって受けられた損害については、当社は一切その責任を負いかねますので、あらかじめご

了承ください。 
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第１章 アルノーを起動する 

アルノーを起動します。 

コンピュータにインストールされているブラウザを起動して 

アドレスを以下のように指定します。 

http://サーバ名/CCIS/Arnaux.jsp 

 サーバ名が kansi なら http://kansi/CCIS/Arnaux.jsp となります。 
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第２章 アカウントを登録する 

このメニューは管理者権限でログインした場合にのみ表示され使用できる機能です。 

管理者権限でログインします。 
メニューリストから「アカウントの登録」を選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 登録 ：新規にアカウント・パスワード・氏名を登録します。 

 更新 ：登録済みのアカウントに対して修正を行います。 
           修正できる項目は管理者権限を持たせるか否か、 

アカウントを有効にするか無効にするかです。アカウント名、氏名の変更は 

できません。 

 削除 ：登録済みのアカウントを削除します。 
 

 「選択」：登録済みのアカウントに対して更新・削除を行う場合にチェックをつけます。 

 「アカウント」：アカウント名が表示されます。 

 「氏名」：登録済みの氏名が表示されます。 

 「管理者権限」：管理者権限が与えられている場合チェックが付きます。 

 「アカウント無効」：アカウントを無効にする場合チェックをつけます。 

 「パスワード変更」：パスワードを変更する場合 変更  をクリックします。 
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◎アカウントの登録方法  

① 登録 をクリックします。 

登録画面が表示されます。 

 

アカウント：50 文字以内で入力します。 
パスワード：20 文字以内で入力します。 
氏名：60 文字以内で入力します。 

   

 入力した内容を登録する場合は 登録する を 

クリックします。 

 登録しない場合は 閉じる をクリックします。 

 

◎管理者権限の設定方法 

  ①登録済みのアカウントの「管理者権限」の項目にチェックをつけます。 

    自動的に「選択」の欄にチェックが付きます。 

  ② 更新 をクリックします。 

 

◎アカウントの有効・無効の変更方法 

  ①登録済みのアカウントの「アカウント無効」の項目にチェックをつけます。 

    自動的に「選択」の欄にチェックが付きます。 

  ② 更新 をクリックします。 

 

◎アカウントの削除方法 

①削除するアカウントの 選択 の欄にチェックをつけます。 
② 削除 をクリックします。 
 

◎パスワードの変更方法 

①パスワードを変更するアカウントの 変更 をクリックします。 
  変更画面が表示されます。 

パスワード：20 文字以内で入力します。 
 パスワードの確認入力：確認のため上段に入力したパスワードをもう一度入力します。 

 

 入力した内容で変更する場合は 

 設定する をクリックします。 

 変更しない場合は 閉じる を 

クリックします。 
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第３章 表示器の登録をする 

このメニューは管理者権限でログインした場合にのみ表示され使用できる機能です。 

システム導入時または機器を追加する場合に行います。 
メニューリストから「表示器登録」を選択します。 
現在登録されている機器が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

  追加 ：新規に電光掲示板を追加します。 

 更新 ：登録済みの機器に対して修正を行います。 

 削除 ：登録済みの機器を削除します。 

 詳細表示 ：登録済みの機器の機器ＩＤを確認する場合にクリックします。 
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１．機器を新たに追加します。 

 追加 をクリックします。 

 新規登録画面が表示されます。 
 登録名称 ：分かりやすい名称を 

30 文字以内で入力して下さい。 
 IP アドレス ：IP アドレスを 
   nnn. nnn.nnn.nnn 
  の形式で入力して下さい。 
 モデル ：表示される機器の中から 
   選択して下さい。 
 機器 ID ：001 から始まる番号を任意で３桁で入力して下さい。 
      入力を省略した場合はシステムが自動で番号を設定します。 
      信号灯（PHn-3FB）と連動させる掲示板の場合は 001～099 で設定して下さい。 
 
 入力した内容を登録する場合は 追加する をクリックします。 

 登録しない場合は 閉じる をクリックします。 

 

１．機器情報を変更する。 

登録済みの機器に対して変更を行います。 
  オプション機器がある場合はここで設定します。 
  項目を修正すると先頭の欄にチェックが付きます。 

 更新 をクリックすることで変更した内容で登録されます。 

 

３．機器を削除する。 

登録済みの機器を削除します。 
  削除したい機器にチェックをつけて 削除 をクリックします。 
 
４．詳細設定 

登録済みの機器の機器ＩＤを確認する場合にクリックします。 

 

 

 

 

 



 9

信号灯の設定 
 信号灯としてパトライト社製の PHn-3FB を使用できます。 
 信号灯は単独では動作せずに電光掲示板の表示内容が変わったときに連動して動作します。 
 信号灯の機器 ID は連動させる電光掲示板の ID に 500 を足した値を設定して下さい。 
 下図の例では機器ＩＤが 001 の電光掲示板と連動するという設定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

------注意------ 

表示器、信号灯の追加・ＩＰアドレスの変更・モデルの変更・オプションの追加変更を

した場合はサーバをリセットする必要があります。 
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第４章 オプション機器を設定する 

このメニューは管理者権限でログインした場合にのみ表示され使用できる機能です。 

オプション機器の詳細設定をします。 
 

オプション機器として選択できる機種はパトライト社製の 
シグナルホン（BT-100KA）のみです（2005 年 3 月現在）。 
シグナルホン（BT-100KA）は電光掲示板の表示が変わった 
ときに連動してメロディーを鳴らすことができます。 
 
メニューリストから「オプション機器設定」を選択します。 
「表示器登録」でオプションが設定されていない場合は何も表示しません。 
 
 
 
 
 
 
 
「表示器登録」でオプションが設定されている場合は下図のように表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 設定 をクリックすると詳細設定画面が表示されます。 
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 アラーム ：シグナルホン（BT-100KA）は電光掲示板の表示が変わったときに連動して 

メロディーを鳴らすことができます。 
               音を鳴らさない場合は「消音」を選択しま 

す。 
音を鳴らす場合はリストボックスから音色 
を選択して下さい。 
   をクリックすることで音を確認でき 
ます。 
 

 
 
 動作時間 ：音を鳴らす時間を設定します。最大 99 秒間鳴らすことができます。 
 
登録した内容で設定する場合は 設定する をクリックします。 
設定しない場合は 閉じる をクリックします。 
 
注意：ここで設定した動作は「表示器へメッセージを送信」で表示器に表示させたときの動作

になります。 
   データソースとの連動動作は「第７章 表示器に何を表示させるかを割り当てる」で 

設定します。 
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第５章 PHn―3FB の設定をする 

このメニューは管理者権限でログインした場合にのみ表示され使用できる機能です。 

信号灯（PHn-3FB）の詳細設定をします。 
メニューリストから「PHn-3FB 設定」を選択します。 
 
「表示器登録」で PHn-3FB の設定が設定されていない場合は何も表示しません。 
 
 
 
 
 
 
 
「表示器登録」で PHn-3FB の設定が設定されている場合は下図のように表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 設定 をクリックすると詳細設定画面が表示されます。 
    信号灯は電光掲示板と連動して動作します。 
    電光掲示板の表示内容が変わったときにどのような動作をさせるかを設定 
    します。 
 
 
    右図は 
     表示が変わったら 
      10 秒間 

赤色が点灯し 
      ピーピーという音を鳴らす。 
    という設定です。 
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登録した内容で設定する場合は 設定する をクリックします。 
設定しない場合は 閉じる をクリックします。 
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第６章 表示させるデータソースを登録する 

このメニューは管理者権限でログインした場合にのみ表示され使用できる機能です。 

電光掲示板に表示させるデータソースはファイルとメールが設定できます。 

（１）ファイルの登録 
メニューリストから「データソース（ファイル）の登録」を選択します。 
テキストファイルを指定することで、電光掲示板にテキストファイルの内容を表示することが

できます。 

スケジューリングされていない時間や画面から指定したメッセージがないときに、常に表 

示しておく内容を設定しておくと便利です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 追加 ：表示するファイルを追加する際にクリックします。 

 更新 ：設定済みのファイルの名称・場所等を変更した場合クリックします。 

 削除 ：設定済みのファイルを削除します。 

 詳細設定 ：設定済みのファイルの詳細な設定をする場合にクリックします。 

        クリックすると文字列置換・出力フィルタ等を設定するボタンが表示 

されます。 
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１．データソースの追加 

① 追加 をクリックします。 
新規登録画面が表示されます。 
表示するファイルの名称を入力します。 
表示内容がわかるような名称を設定し 
て下さい。 
名称を入力し 登録する をクリックします。 

 登録しない場合は 閉じる をクリックします。 

 
②表示するファイルの場所を指定します。 

 参照 をクリックし［ファイルの選択］ダイアログを表示させます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 対象ファイルを選択し、 開く をクリックします。 
 
③名称の前にチェックが付きます。 
 
 
 
 
 
 
 チェックが付いた状態で 更新 をクリックします。 
 チェックが付いていない状態で 更新 をクリックしても変更は反映されません。 
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２．データソースの詳細設定 

 詳細設定 をクリックすると「表示行選択」「表示行フィルタ」「文字列置換」が表示されま

す。 
 
 
 
 
 
【表示行選択】の使用例 
指定パターンにマッチする行を表示するための設定をします。 
例１：「pc-」が先頭にある行を表示するようにします。 

^pc-.＊ 

例２：「pc-」または「IP-」が先頭にある行を表示するようにします。 
^pc-.＊ 

^IP-.＊ 

 
 
 
 
 
 
 
 
【表示行フィルタ】の使用例 
表示するテキストファイルから特定文字列を含む行を表示しないための指定をします。 

例１：「ok」が含まれる行は表示しないようにします。 
ok 

例２：「alive」が含まれる行は表示しないようにします。 
alive 

 
 
 
 
 
 
 



 17

【文字列置換】の使用例 
表示するテキストファイルの特定文字列を任意の文字列に置換するための指定をします。 
設定は［正規表現＝置換文字列］の形式で入力します。 
例１：テキスト内の「No Answer」を「応答がありません」に置換します。 

No Answer=応答がありません 
例２：テキスト行の先頭に「総務からのおしらせ」を挿入します。 

^=総務からのおしらせ 
例３：数字だけの行を削除します。 

^[0-9]*$= 

 
 
 
 

 
 
 

 
  
 設定を行なった後は 設定する をクリックします。 
 設定しない場合は 閉じる をクリックします。 
 
 
 
 
 
設定の追加・修正をすると名称の前にチェックが付きます。 

 
 
 
 
 
 チェックが付いた状態で 更新 をクリックします。 
 チェックが付いていない状態で 更新 をクリックしても変更は反映されません。 
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３．データソースの変更 

 データソースの名称、場所、詳細設定を変更したら名称の前にチェックを付けます。 

 

 
 
 
 

 チェックが付いた状態で 更新 をクリックします。 
 チェックが付いていない状態で 更新 をクリックしても変更は反映されません。 
  
４．データソースの削除 

 削除するデータソースの名称の前にチェックを付け 削除 をクリックします。 
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（２）メールの登録 
アルノー宛に送られてきたメールを電光掲示板に表示することができます。 

「アルノー」用にメールアカウントを用意する必要があります。 

メニューリストから「データソース（メール）の登録」を選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 追加 ：表示するメールの名称を追加する際にクリックします。 

 更新 ：設定済みのメール名称・受信サーバ等を変更した場合クリックします。 

 削除 ：設定済みのメールを削除します。 

 詳細設定 ：メールの詳細な設定をする場合にクリックします。 

        クリックすると表示メール選択・表示フィルタ等を設定するボタンが表示 

されます。 
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１．メールの追加 

① 追加 をクリックします。 
新規登録画面が表示されます。 
表示するメールの名称を入力します。 
表示内容がわかるような名称を設定して下さい。 
名称を入力し 登録する をクリックします。 

 登録しない場合は 閉じる をクリックします。 

 
２．メールサーバーの設定 

① 設定 をクリックします。 
 受信サーバー設定画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 サーバー  ：受信サーバーを入力します。 
 ポート番号 ：ポート番号を入力します。 
 ユーザー名 ：ユーザー名を入力します。 
 パスワード ：パスワードを入力します。 
 
 各項目を入力後 設定する をクリックします。 
 登録しない場合は 閉じる をクリックします。 

 
３．メールの詳細設定 

 詳細設定 をクリックすると「表示メール選択」「表示行フィルタ」「文字列置換」が表示さ

れます。 
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【表示メール選択】の使用例 
受信したメールより指定されたパターンにマッチする[差出人][宛先][件名]を持つメールを表

示対象にします。パターンは正規表現で指定します。 
例１：「alert@arnaux.co.jp」が含まれるメールを表示するようにします。 

.*alert.* 

 

 

 

 

 

 

 

【表示行フィルタ】の使用例 
表示するメールから特定文字列を含む行を表示しないための指定をします。 
例１：「From：」が含まれる行は表示しないようにします。 

From： 

 

 

 

 

 

 

 

【文字列置換】の使用例 
表示するメールの特定文字列を任意の文字列に置換するための指定をします。 
設定は［正規表現＝置換文字列］の形式で入力します。 
例１： 

 「GMT」以下は表示させない。 →GMT.＊= 
「Contents：」は表示させない。→ Contents：= 

 「 Sun 」を（日）と 
  置き換える 
  →？Sun ?=（日）  
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 設定を行なった後は 設定する をクリックします。 
 設定しない場合は 閉じる をクリックします。 
 
設定の追加・修正をすると名称の前にチェックが付きます。 

 
 
 
 
 
 チェックが付いた状態で 更新 をクリックします。 
 チェックが付いていない状態で 更新 をクリックしても変更は反映されません。 
 
４．メールの変更 

 メールの名称、受信サーバー、詳細設定を変更したら名称の前にチェックを付けます。 

 

 

 

 

 
 
 チェックが付いた状態で 更新 をクリックします。 
 チェックが付いていない状態で 更新 をクリックしても変更は反映されません。 
  
５．メールの削除 

 削除するメール名称の前にチェックを付け 削除 をクリックします。 
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（３）データソースのグループ化 
データソースをグループ化することで、１台の電光掲示板に複数のデータソースを設定するこ

とができます。 

メニューリストから「データソースのグループ化」を選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 追加 ：グループ化した名称を追加する際にクリックします。 

 更新 ：名称の変更、内容の変更をした場合クリックします。 

 削除 ：設定済みのグループを削除します。 
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１．グループ名の追加 

① 追加 をクリックします。 
新規登録画面が表示されます。 
名称を入力します。 
表示内容がわかるような名称を設定して下さい。 
名称を入力し 登録する をクリックします。 

 登録しない場合は 閉じる をクリックします。 

 
２．グループ化の設定 

①グループ化の設定をするグループ名の 
 設定 をクリックします。 
新規登録画面が表示されます。 

②データソースを選択します。 
ここで選択できるデータソースは 

「データソース（ファイル）の登録」と 

「データソース（メール）の登録」で 

設定されたものです。 

 データソースを選択して 追加→ をクリック 
 します。 
  登録データソースに追加されます。 
  同様に複数のデータソースを追加して下さい。 
   

削除する場合は削除するソースを選択して ←削除 をクリックします。 
③設定、削除を行なったら 設定する をクリックします。 
 登録しない場合は 閉じる をクリックします。 

 
３．グループの変更 

  グループの名称、グループ化設定を変更したら名称の前にチェックを付けます。 
 

 
 
 
 
 チェックが付いた状態で 更新 をクリックします。 
 チェックが付いていない状態で 更新 をクリックしても変更は反映されません。 
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４．グループの削除 

 削除するグループ名称の前にチェックを付け 削除 をクリックします。 
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第７章 表示器に何を表示させるか割り当てる 

 
このメニューは管理者権限でログインした場合にのみ表示され使用できる機能です。 

第６章で設定したデータソースを電光掲示板に表示するように設定します。 
メニューリストから「データソースの表示器設定」を選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 追加 ：電光掲示板を追加する際にクリックします。 

 更新 ：データソースや表示色を変更した場合クリックします。 

 削除 ：リストから削除を行う場合にリストを選択しクリックします。 

 詳細設定 ：より詳細な設定をする場合にクリックします。 

       クリックすると「表示がないときの動作」を設定することができます。 

       「表示がない」とはデータソースに表示すべき内容がない場合です。 
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２．表示器の追加 

 追加 をクリックします。 
新規登録画面が表示されます。 
設定する機器を選択します。 
 追加する をクリックします。 

 追加しない場合は 閉じる をクリックします。 

 
２．表示器に何を表示させるか割り当てる。 

ここで指定できるファイルは「第６章 表示させるデータソースを登録する」で設定され

たファイル、メール、グループです。 
データソースをクリックして選択します。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
３．表示色を設定します。 

電光掲示板に表示させるときの文字の色を選択して下さい。 
４．オプションを設定する。 

表示器にオプション機器を接続している場合にのみ使用できます。 
   設定 をクリックすると詳細設定画面が表示されます。 
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 アラーム ：シグナルホン（BT-100KA）は電光掲示板の表示が変わったときに連動して 

メロディーを鳴らすことができます。 
               音を鳴らさない場合は「消音」を選択しま 

す。 
音を鳴らす場合はリストボックスから音色 
を選択して下さい。 
   をクリックすることで音を確認でき 
ます。 
 
 

 
 動作時間 ：音を鳴らす時間を設定します。最大 99 秒間鳴らすことができます。 
 
登録した内容で設定する場合は 設定する をクリックします。 
設定しない場合は 閉じる をクリックします。 
 
５．表示する内容がないときの動作を設定をします。 

 詳細設定 をクリックします。 
 
 
 
 
 
 ここでは指定されたデータソースに表示すべき内容がない場合に何を電光掲示板に表示す

るかを設定します。 
 動作 ：時計表示を選択すると時計表示をします。 
    メッセージ出力を選択すると「メッセージ」の欄に入力した文字列が表示されま 

す。 
 メッセージ ：「動作」でメッセージ出力を選択したとき、ここに入力された内容を表示し 
      ます。 
 表示色 ：「動作」で指定した内容を表示する文字の色を指定できます。 
 オプション ：オプション機器を接続している場合、動作方法を設定できます。 
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第８章 表示器へメッセージを送信する 

 
① 氏名とパスワードを入力し、 ログイン をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

氏名：氏名を入力します。 

パスワード：パスワードを入力します。 

 ログイン ：氏名とパスワードを入力しクリックすると Arnaux Home Page 
    を表示します。 

 クリア ：入力した氏名とパスワードを消去します。 
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②「Arnaux Home Page」が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

メニューリスト：各メニューへの移動ボタンです。 

ヘルプ：アルノーの操作説明を表示します。 

ログオフ：作業を終了します。 

 表示内容一覧  ：各表示器の最新の表示内容を表示します。 

 ナビメニュー  ：システムの導入段階の各種設定を順番に行います。 

                  詳細は「第 12 章 ナビメニュー」を参照下さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

メニューリスト 

一番最近にメッセージ入力で表示した内容が掲示板毎に表示されます。 
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③ メニューリストから「表示器へメッセージを送信」を選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

使用可能な機器の名前を表示します。 

電光掲示板に表示されるイメージを表示します。 
２段表示のときは 2 段で表示します。 
注：強調、影付の表現はしません。 

メッセージを入力後クリックすることで電光掲示板にデータを送ります。 

メッセージ入力欄。 確定メッセージ表示欄。 
電光掲示板の上下段別に、文字属性

別に行を替えて表示します。 

段毎の表示属性を設定します。
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④表示させる電光掲示板の選択。 
選択された機器は反転表示されます。 
複数の機器を選択する場合はキーボードの Ctrl を押しながらマウスで選択して下さい。 

⑤表示内容の選択 
 表示内容は以下の中から選択できます。 

「入力メッセージ」：確定メッセージ欄に入力した内容を電光掲示板に表示します。 
「ファイル」：「第６章 表示させるデータソースの登録」（14 ページ）で設定した 

データソースを表示します。 
 「時計表示」：現在時刻を〇〇時△△分□□秒の形式で表示します。 
        表示場所は上段のみになります。下段や最大文字での表現はできません。 
 「何も表示しない」：電光掲示板に何も表示させたくない場合選択します。 
 ＊選択された機器単位に設定されます。 
 ＊「入力メッセージ」以外を選択した場合は以下⑦~⑱の設定はできません。 
⑥表示時間の選択 
 電光掲示板に表示する時間を分単位で設定します。 

 「ずっと表示」を選択すると次のメッセージが電光掲示板に送信されるまで表示し続け 
ます。 
 ＊選択された機器単位に設定されます。 
⑦表示方法の選択 
 「スクロール」：メッセージを右から左側へ移動しながら表示します。 
「静止」：メッセージは移動せず止まったままです。 
「連結」：２台の電光掲示板をまたがってスクロールして表示します。 

 ＊選択された機器の段単位に設定されます。 
 ＊「静止」を選択した場合は「点滅速度」で「する」「しない」の選択ができます。 
⑧文字サイズの選択 
 「普通」・「縦横２倍」のどちらかを選択します。 
 上下段のどちらか、または両方に文字を表示する場合は「普通」を選択して下さい。 
最大文字サイズで１段に表示する場合は「縦横２倍」を選択して下さい。 
２段の表示方法になっているときに、文字サイズを「縦横２倍」にすると上段に設定してあ

る確定メッセージのみが「縦横２倍」に１段で表示されるようになります。 
 ＊選択された機器の段単位に設定されます。 
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⑨メッセージスタイルの選択 
 入力したメッセージ全体の表現方法を「普通」「強調」「影付」の中から選択します。 
 スタイルは段毎に適用されます。 
 
 「普通」  
 
 
 「強調」 
 
 
 「影付」 
 
 ＊選択された機器の段単位に設定されます。 
⑩スクロール速度の選択 

電光掲示板に表示される文字の移動速度を「遅い」「普通」「速い」から選択します。 
表示方法で「静止」を選択した場合は使用できません。 

 ＊選択された機器の段単位に設定されます。 
⑪メッセージの入力 

表示させたいメッセージを入力します。 

電光掲示板に表示できる文字数は最大 195 文字です。 

ただし、文字毎に属性を沢山指定した場合は表示できる文字数は少なくなります。 

 

⑫文字属性 

文字単位に属性を変えることができます。 

文字色：文字の色だけを指定します。赤・緑・橙の中から選択します。 

反転：文字の背景色だけを指定します。赤・緑・橙の中から選択します。 

背景色：文字の色と背景色を組み合わせて指定します。 

   選択できる組み合わせは以下の通りです。 

赤文字＋緑背景 赤文字＋橙背景  

緑文字＋赤背景 緑文字＋橙背景 

橙文字＋赤背景 橙文字＋緑背景 

 ＊選択された機器の文字列単位に設定されます。 
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⑬追加 

 表示させたいメッセージを入力します。 

 表示させたいメッセージを入力後、 追加→ をクリックすることで確定し、右側の確定欄

に移動します。 

⑭編集 

入力済のメッセージを修正します。 

右側の入力済みメッセージを選択し ←編集 をクリックすることで左側の入力欄に移動

し、編集できるようになります。 

⑮前移動 

指定した文字列を前に移動します。 

⑯後移動 

指定した文字列を後ろへ移動します。 

⑰メッセージクリア 

入力済のメッセージをクリアします。 

クリアされるのは現在選択されている段のみです。 

⑱履歴より指定 

 履歴より指定 をクリックすると、直近で表示した 20 件前までの内容を別ウィンドウで

表示します。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
履歴では文字の属性情報のみ保持しています。 
表示時間、表示方法、文字サイズ、メッセージスタイル等の情報は保持していません。 
履歴に表示されているメッセージ内の「||」は２段表示されたメッセージであることを表して

います。 

履歴のメッセージを追加する場合は、追加

したい履歴メッセージを選択し「追加する」

をクリックします。 
履歴のメッセージに置き換えて使用する場

合は履歴メッセージを選択し「置換する」

をクリックします。 
履歴画面を閉じる場合は「閉じる」をクリ

ックします。 
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  機種固有の設定   

パトライト製「VM96A-108MT」を使用する場合に設定します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「機種固有の設定」をクリックすると設定画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「VM96A-108MT」はあらかじめ電光掲示板に画像データを送信しておくことで、その番号を

呼び出して文字情報と同時に表示することができます。 
 電光掲示板を選択して、呼び出す画像番号を入力してください。 
 
機種共通の設定をクリックすると入力画面に戻ります。 
 
＊電光掲示板に画像データを転送するためには株式会社パトライトの専用ソフト「VM-WinR」

が必要です。 
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◎メッセージスタイルと文字属性の組み合わせ 
 

    メッセージスタイル 

    普通 強調 影付 

赤 電光 電光  

緑 電光 電光  
文
字
色 

橙 電光 電光  

赤 電光 電光  

緑 電光 電光  
反
転
色 

橙 電光 電光  

赤文字ー緑背景 電光 電光  

赤文字ー橙背景 電光 電光  

緑文字ー赤背景 電光 電光  

緑文字ー橙背景 電光 電光  

橙文字ー赤背景 電光 電光  

背
景
色 

橙文字ー緑背景 電光 電光  
 
＊影付＋反転色は普通＋反転色の文字に黒の影がついた表現になります。 
＊影付＋背景色は普通＋背景色の文字に黒の影がついた表現になります。 
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◎電光掲示板への表示方法 
（１）２台の電光掲示板を連結して１台の電光掲示板のように最大文字で１段で表示する。 

 
 
 
 

（２）２台の電光掲示板を連結して１台の電光掲示板のようにして２段で表示する。 
 
 
 
 
（３）２台の電光掲示板にそれぞれ別の内容を表示する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注意：（１）（２）の連結表示を行う場合、時間がたつにつれ連結表示がずれる場合が 
あります。 
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（１）２台の電光掲示板を連結して１台の電光掲示板のように最大文字で１段で表示する。 
電光掲示板に以下のようなメッセージを表示させてみます。 

旅々いらっしゃい彩の国さいたま 
１．機械の選択：キーボードの Ctrl を押しながら１号機２号機を選択して反転表示させ 

ます。 

２．表示内容：「入力メッセージ」を選択 

 ３．表示時間：「ずっと表示」を選択 

 ４．表示方法：「連結」を選択 

 ５．文字サイズ：「縦横２倍」を選択 →確定欄が上段だけの表示になります。 

 ６．メッセージスタイル：「普通」を選択 

 ７．スクロール速度：「普通」を選択 

 ８．メッセージ入力欄に「旅々」と入力します。 

９．文字属性を「文字色」「赤」にします。 

10． 追加→ をクリックします。 

11．メッセージ入力欄に「いらっしゃい」と入力します。 

12．文字属性を「文字色」「橙」にします。 

13． 追加→ をクリックします。 

14．メッセージ入力欄に「彩の国」と入力します。 

15．文字属性を「背景色」「赤文字＋緑背景」を選択します。 

16． 追加→ をクリックします。 

17．メッセージ入力欄に「さいたま」と入力します。 

18．文字属性を「文字色」「緑」にします。 

19． 追加→ をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20． メッセージを送信 をクリックします。 

右側の電光掲示板から左側の電光掲示板にメッセージがスクロールして表示されます。 
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○連結表示する場合の表示順序の変更 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上図のようになっている場合、連結でメッセージを表示する場合は２号機から１号機 

（右から左）にメッセージがスクロールしていきます。 

配置替え等で電光掲示板の位置が変わってしまった場合などは順番をかえることができます。 

順番の変更方法 

 表示器を選択し  ←左移動  

 右移動→ をクリックすると左右の順序が逆になります。 
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◎表示方法を変更して以下のメッセージを表示してみます。  

ようこそいらっしゃい彩の国さいたまへ 
 

１．機械の選択：キーボードの Ctrl を押しながら１号機２号機を選択して反転表示させ 

ます。 

２．履歴より指定： 履歴より指定 をクリックして「旅々いらっしゃい彩の国さいた 

ま」を選択し、 追加する をクリックします。 

３．表示内容：「入力メッセージ」を選択 

 ４．表示時間：「１」分を選択 

 ５．表示方法：「連結」を選択 

 ６．文字サイズ：「縦横２倍」を選択 →確定欄が上段だけの表示になります。 

 ７．メッセージスタイル：「強調」を選択 

 ８．スクロール速度：「速い」を選択 

 ９．確定欄の「旅々」を選択して ←編集 をクリックします。 

   メッセージ入力欄に「旅々」が表示されますので「ようこそ」に書き換えます 

10．文字属性を「文字色」「橙」にします。 

11． 追加→ をクリックします。 

12．確定欄の「彩の国」を選択して ←編集 をクリックします。 

メッセージ入力欄に「彩の国」が表示されます。 

13．文字属性を「文字色」「赤」にします。 

14． 追加→ をクリックします。 

15．確定欄の「さいたま」を選択して ←編集 をクリックします。 

メッセージ入力欄に「さいたま」が表示されますので「さいたまへ」に書き換えます。 

16．文字属性を「文字色」「緑」にします。 

17． 追加→ をクリックします。 
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18．上図のような画面になります。 

  このままだと「いらっしゃいようこそ」になってしまいますので「ようこそ」 

を先頭に移動します。 

19.「ようこそ」を選択して ←前移動 をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20.  メッセージを送信 をクリックします。 

 

右側の電光掲示板から左側の電光掲示板にメッセージがスクロールして表示されます。 

１分すると表示は終わります。 

 



 42

（２）２台の電光掲示板を連結して１台の電光掲示板のようにして２段で表示する。 
電光掲示板に以下のようなメッセージを表示させてみます。 

 上段 来場のお客様へのお願い 

下段  喫煙は指定の場所にてお願い致します。 
１．機械の選択：Ctrl を押しながら１号機２号機を選択して反転表示させます。 

２．表示内容：「入力メッセージ」を選択 

 ３．表示時間：「ずっと表示」を選択 

 ４．表示方法：「連結」を選択 

 ５．文字サイズ：「普通」を選択 →確定欄は上段と下段になります。 

 ６．メッセージスタイル：「普通」を選択 

 ７．スクロール速度：「普通」を選択 

 ８．「上段」をクリックします。 

９．メッセージ入力欄に「来場の」と入力します。 

10．文字属性を「文字色」「緑」にします。 

11． 追加→ をクリックします。 

12．メッセージ入力欄に「お客様へのお願い」と入力します。 

13．文字属性を「文字色」「赤」にします。 

14． 追加→ をクリックします。 
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15．「下段」をクリックします。 

16．表示方法：「連結」を選択 

17．スクロール速度を「速い」に設定します。 

18．メッセージ入力欄に「喫煙は」と入力します。 

19．文字属性を「文字色」「赤」にします。 

20． 追加→ をクリックします。 

21．メッセージ入力欄に「指定の場所」と入力します。 

22．文字属性を「背景色」「赤文字＋緑背景」を選択します。 

23． 追加→ をクリックします。 

24．メッセージ入力欄に「にてお願い致します。」と入力します。 

25．文字属性を「文字色」「赤」にします。 

26． 追加→ をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

27． メッセージを送信 をクリックします。 

 

右側の電光掲示板から左側の電光掲示板に上段・下段にメッセージがスクロールして表示

されます。下段のほうが上段より速くスクロールします。 
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（３）２台の電光掲示板にそれぞれ別の内容を表示する。 
電光掲示板に以下のようなメッセージを表示させてみます。 

１号機                   ２号機 

埼玉県からのお知らせ   埼玉県警からのお知らせ 

春の火災予防運動実施中  春の交通安全運動実施中 

 

１．機械の選択：１号機を選択して反転表示させます。 

２．表示内容：「入力メッセージ」を選択 

 ３．表示時間：「ずっと表示」を選択 

 ４．「上段」をクリックします。 

 ５．表示方法：「静止」を選択 

 ６．文字サイズ：「普通」を選択 →確定欄は上段と下段になります。 

 ７．メッセージスタイル：「普通」を選択 

 ８．点滅速度：「点滅しない」を選択 

９．メッセージ入力欄に「埼玉県からのお知らせ」と入力します。 

10．文字属性を「文字色」「緑」にします。 

11． 追加→ をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12．「下段」をクリックします。 

13．表示方法：「スクロール」を選択。 

14．メッセージ入力欄に「春の」と入力します。 

15．文字属性を「文字色」「緑」にします。 

16． 追加→ をクリックします。 
17．メッセージ入力欄に「火災予防運動」と入力します。 

18．文字属性を「文字色」「赤」にします。 

19． 追加→ をクリックします。 
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20．メッセージ入力欄に「実施中」と入力します。 

21．文字属性を「文字色」「緑」にします。 

22． 追加→ をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

23． メッセージを送信 をクリックします。 

 

１号機に上段は静止、下段はスクロールでメッセージが表示されます。 

 
１．機械の選択：２号機を選択して反転表示させます。 

２．表示内容：「入力メッセージ」を選択 

 ３．表示時間：「ずっと表示」を選択 

 ４．「上段」をクリックします。 

 ５．表示方法：「静止」を選択 

 ６．文字サイズ：「普通」を選択 →確定欄は上段と下段になります。 

 ７．メッセージスタイル：「普通」を選択 

 ８．点滅速度：「点滅しない」を選択 

９．メッセージ入力欄に「埼玉県警からのお知らせ」と入力します。 

10．文字属性を「文字色」「緑」にします。 

11． 追加→ をクリックします。 
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12．「下段」をクリックします。 

13．表示方法：「スクロール」を選択。 

14．メッセージ入力欄に「春の」と入力します。 

15．文字属性を「文字色」「緑」にします。 

16． 追加→ をクリックします。 
17．メッセージ入力欄に「交通安全運動」と入力します。 

18．文字属性を「文字色」「橙」にします。 

19． 追加→ をクリックします。 

20．メッセージ入力欄に「実施中」と入力します。 

21．文字属性を「文字色」「緑」にします。 

22． 追加→ をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
23． メッセージを送信 をクリックします。 

 

２号機に上段は静止、下段はスクロールでメッセージが表示されます。 
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第９章 表示スケジュールの設定をする 

 
あらかじめ表示する内容を日･週･月単位で設定しておくことができます。 
メニューリストから「表示スケジュールの設定」を選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
スケジュールが設定してある場合はスケジュールを設定した順番に上から表示されます。 
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（１）スケジュールの追加 
 追加 をクリックするとスケジュール入力画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・スケジュール： 

日単位：開始時刻を○時○分で指定できます。 
    毎日決まった時間に表示させるメッセージを入力します。 
週単位：開始時刻を○時○分で指定できます。 
    曜日を指定できます。 
    毎週決まった曜日に表示させるメッセージを入力します。 
月単位：実行日を指定できます。 
    開始時刻を○時○分で指定できます。 
    毎月決まった日時に表示させるメッセージを入力します。 
一回：指定した日時に１回限り表示します。 

・スケジュールを無効にする。 

 一時的にスケジュールからはずす場合はチェックをつけます。 

 

 登録 ：入力した内容をスケジュールに登録する場合にクリックします。 

 戻る ：スケジュールに登録せずに前の一覧画面に戻ります。 
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◎毎日午前 10 時に 10 分間だけ表示するメッセージを作成してみます。 

 上段にゆっくりのスピードでスクロール  
おはようございます。本日はご来場いただきまして誠にありがとうございます。 
下段に普通のスピードでスクロール 

お困りの際はご遠慮なくインフォメーションセンターへお問合せ下さい。 

 

 

①スケジュールを決めます。 

 スケジュール：「日単位」を選択します。 

 開始時刻：１０時００分 に設定します。 

②表示方法を設定します。 

２台の電光掲示板を連結して１台の電光掲示板のようにして２段で表示してみます。 

１．機械の選択：Ctrl を押しながら１号機２号機を選択して反転表示させます。 

２．表示内容：「入力メッセージ」を選択 

 ３．表示時間：「10」分を選択 

 ４．「上段」をクリックします。 

 ５．表示方法：「連結」を選択 

 ６．文字サイズ：「普通」を選択 →確定欄は上段と下段になります。 

 ７．メッセージスタイル：「普通」を選択 

 ８．スクロール速度：「遅い」を選択 

９．メッセージ入力欄に「おはようございます。」と入力します。 

10．文字属性を「文字色」「緑」にします。 

11． 追加→ をクリックします。 

12．メッセージ入力欄に 

「本日はご来場いただきまして誠にありがとうございます。」と入力します。 

13．文字属性を「文字色」「橙」にします。 

14． 追加→ をクリックします。 

 

15．「下段」をクリックします。 

16．表示方法：「連結」を選択 

17．スクロール速度を「普通」に設定します。 

18．メッセージ入力欄に「お困りの際はご遠慮なく」と入力します。 

19．文字属性を「文字色」「緑」にします。 

20.   追加→ をクリックします。 

21．メッセージ入力欄に「インフォメーションセンター」と入力します。 

22．文字属性を「文字色」「赤」にします。 



 50

23． 追加→ をクリックします。 

24．メッセージ入力欄に「へお問合せ下さい。」と入力します。 

25．文字属性を「文字色」「緑」にします。 

26． 追加→ をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

27．入力内容に間違えがないか確認して 登録 をクリックします。 

 28．一覧画面に戻ります。 

   一覧画面ではメッセージの内容、スケジュール内容が確認できます。 

   スケジュールを変更する場合は 編集 をクリックします。 

   スケジュールを削除する場合は 削除 をクリックします。 
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（２）スケジュールの修正 
 既に設定済みのスケジュールを修正できます。 
  編集 をクリックするとスケジュール入力画面が表示されます。 

 
 
 
 
 
メッセージ、スクジュール内容を変更し 登録 をクリックします。 
変更をしない場合は 戻る をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（３）スケジュールの削除 
 既に設定済みのスケジュールを削除できます。 
  削除 をクリックします。 
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第 10 章 表示したメッセージの一覧を表示する 

メニューリストから「表示メッセージ一覧表示」を選択します。 
ここには、過去に「表示器へメッセージを送信」で入力し、電光掲示板に表示した過去のメッ

セージが履歴として表示されます。 
スケジュール設定で表示されたメッセージは履歴としては表示されません。 
 
 
 
 
 
 
 
表示日時：表示した日時で検索できます。 
機器名称：表示した機器で検索できます。 
操作：検索・削除が指定できます。 
実行：操作で指定された動作を実行します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注意： 
表示日時・機器名称を指定せずに「検索」を実行した場合は全てが表示されます。 
表示日時・機器名称を指定せずに「削除」を実行した場合は全てが削除されます。 
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第 11 章 受信したメールの一覧を表示する 

メニューリストから「受信メール一覧表示」を選択します。 
ここには、過去に受信したメールの全てが一覧で表示されます。 
電光掲示板に表示したもの、しないもの関係なく全て表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
送信日付：送信日で検索できます。 
差出人：差出人で検索できます。 
操作：検索・削除が指定できます。 
実行：操作で指定された動作を実行します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注意： 
送信日付・差出人を指定せずに「検索」を実行した場合は全メールの受信一覧が表示されます。 
送信日付・差出人を指定せずに「削除」を実行した場合は全メールが削除されます。 
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第 12 章 ナビメニュー 

ナビメニューは導入時、または機器追加時に各種設定をガイドに従って設定できるナビゲーシ

ョンメニューです。 
①メニューリストから「―――ArnauxHomePage―――」を選択します。 
②「ナビメニュー」をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
・ オプションのない表示器を登録します  
    メニューリストの「表示器登録」のみを行います。 
・ オプション付の表示器を登録します  
    メニューリストの「表示器登録」「オプション機器設定」を行います。 
・ テキストファイルの内容を表示器に表示します  
    メニューリストの「データソース（ファイル）の登録」「データソースの表示器設定」

を行います。 
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